




























（Financial Accounting Standards Board: FASB）および国際会計基準委員会














を臨時的に減額する会計処理である。わが国では、平成 14 年 8 月に企業会計
審議会が「固定資産の減損に係る会計基準」および「固定資産の減損に係る会
計基準注解」を公表し、平成 15 年 10 月に企業会計基準委員会が「固定資産
の減損に係る会計基準の適用指針」（以下、適用指針）を公表した。当該基準
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